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読書の秋の由来は，中国の詩人，韓愈が残した詩からきていると言われています。 

その詩がコチラ→時雨積雨霽 新涼入郊墟 燈火稍可親 簡編可巻舒 

秋の夜は過ごしやすいので，灯りをつけて読書をするのに一番適した季節である， 

という意味のようです。 

 

                                    

 

 

本書は、アメリカの大学に籍をおく心理学者が、＜地球外生命体による誘拐 

（「アブダクション」）を経験した記憶のある人＞を募集しておこなった実験と 

その成果について、一般向けに平易に語る著作です。お話の中身が興味ぶかいのもさることながら、

この本を紹介するうえでとくに強調したいのは、著者自身はじつは、地球外生命体とのコンタクト

の可能性をかぎりなく低く見積もっており，したがって被験者の記憶がニセモノであることを前提

として話をすすめている点です。彼女は、「偽記憶」という心理学上の主要テーマに挑戦するにあ

たって、その優れたサンプルとして「アブダクション」を選んだのです。そのかぎりで、本書は、

大学において研究する（卒論の執筆もその一環です）とは如何なることかを雄弁に物語る、最良の

サンプルとなり得ています。題材にいたずらに淫することには留まらない、研究という営為の醍醐

味を、本書を通じ実感していただけたら幸いです。                                     

人文学部 村上龍先生オススメ 
 

『なぜ人はエイリアンに誘拐されたと思うのか』 

スーザン・Ａ・クランシー著，林 雅代訳， 早川書房 2006 

 

 

                        

 

数学者の藤原正彦が担当した、お茶の水女子大学における読書ゼミの記録を 

まとめた本です。この読書ゼミは、毎週１冊の文庫を読んで、翌週レポートを 

提出し、授業でディスカッションするというもので、ゼミの目的は、主に明治期の偉人を通し、日

本人としての生き方や考え方に触れてほしいというものです。                                   

学生のみなさんにはこの本で授業の様子を楽しんだ後、文中で紹介されている文庫の数々をさら

に手にとっていただきたいと思います。山口県出身の宮本常一氏の『忘れられた日本人』や、藤原

正彦氏の若いときのエッセイ『若き数学者のアメリカ』も紹介されています。藤原氏の父親は小説

家でもあり、気象学者でもあった新田次郎氏です。                       

１冊の本と出会うことで、さらに新たな出会いがあります。１冊の本をきっかけとして、数多く

の本を読んで、充実した大学生活を送ってほしいと思います。                  

教育学部 五島淑子先生オススメ 
 

『名著講義』 
藤原 正彦著， 文藝春秋 2009 

                                    

 

「現代化学」（げんだいかがく）および「化学」（かがく） 

は、東京化学同人および化学同人が出版する化学月刊誌であ 

る。毎回、各化学分野の最新の注目のトピックス、新聞やテ 

レビを賑わしている化学に関する内容の平易な解説、研究者たちの対談、一つのテーマにこだわった

連載記事、論文執筆や留学のための情報、最新書籍の紹介など、純粋化学から応用生命化学まで、多

岐に及ぶ内容が掲載されている。専門的な内容も、平易な解説により、正しい知識を身につけること

ができる。まだ教科書に載っていない最新の情報に触れ、また、世界から注目されている研究者たち

の対談内容から刺激を得ることができる。よって、これから化学の分野の研究者を目指す者、あるい

は現在、研究を行っている者、化学を苦手と思っている者にも非常に有用な書籍である。                       

農学部 赤壁善彦先生オススメ 
 

『現代化学』      『化学』 

東京化学同人         化学同人 

                                    

 

 

 

人類は、大地や海水からとれるミネラル以外の全ての栄養素を、他の動植物を 

食べることで獲得して生きている。本書は、人類が利用するための動物である、 

“家畜”の歴史を総合的に説明しており、各家畜の発祥はどこで、どのような目 

的を持って家畜化したのか詳細に説明している。本書では、肉牛、乳牛、ウマ、ブタといった代表

的家畜からヒツジ、ヤギ、アヒル、シチメンチョウ、などあまり日本人には馴染みのない家畜も網

羅されている。各家畜ごとに重要な品種について詳細に説明され、たとえば、乳牛は乳成分の特徴

によりバター向き、チーズ向きなどの解説がされる。またブタはラード向け、赤肉向け、焼肉向け

などの解説がされる。考古学的な考察もされている。この本を通読することで、現在、世界の各地

で生きる人類にとって、家畜と呼ばれる動物達がいかに重要であるかを理解できる。                                                   

共同獣医学部 角川博哉先生オススメ 
 

『品種改良の世界史 家畜編』 

正田 陽一著， 悠書館 2010 

 

 

                                    

 

 

弥生時代は、日本（九州～東北）で稲作を中心とする農耕社会が成立した時代で 

す。本書は、日本で人類が登場する旧石器時代から定型的な前方後円墳が出現する 

古墳時代のはじまりまでを、これまでの学史と最新の調査研究成果に基づいてわか 

りやすく描いています。一読すると著者が強調するように、縄文時代から弥生時代への連続性と、

ひとくくりではとらえきれない日本列島内の多様性に驚かされます。社会の画一化が進み、地域再

生が叫ばれる現在、環境に柔軟に対応して現在につながる農耕社会を築き上げた先人の知恵は、今

後の日本の未来を考える上でも大いに参考になるのではないでしょうか。                                                           

埋蔵文化財資料館 田畑直彦先生オススメ 
 

『農耕社会の成立シリーズ日本古代史①』 

石川 日出志著， 岩波書店 2010 

 

 

一口メモ ～読書の秋の由来～ 

 

 読書の秋の由来は、中国の詩人、韓愈が残した詩からきていると言われています。 

その詩がコチラ → 時秋積雨霽 新涼入郊墟 燈火稍可親 簡編可巻舒 

秋の夜は過ごしやすいので、灯りをつけて読書をするのに一番適した季節である、 

という意味のようです。 
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